
学校番号 T0204 

令和３年度 家庭科 

 

教科 （専）家庭 科目 課題研究 単位数 2単位 年次 4年次 

使用教科書 なし 

副教材等 自作教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

生活産業の各分野に関する課題について、生徒自身が課題を発見するように指導を工夫し、自由な

発想で課題を設定していきます。 

課題の解決を図る学習については、課題解決の方策を検討し、学習計画を立てた自主的に実践する

学習活動を重視します。 

専門的な知識と技術の定着を図り、実際の場面で応用発展し、変化の激しい社会において問題解決

の能力や自発的な学習態度をはぐくんでいく科目です。 

 

２ 学習の到達目標 

生活産業の各分野に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な技術の進

化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各自の研究課題につ

いて関心を持ち、生活

の向上を目指して意

欲的に取り組。 

各自の研究課題に関

して自分の考えをま

とめ、目的に応じてど

のような発表方法が

適当かを判断する力

を身につけている。 

各自の研究課題に関

し、計画に従って能

率的に課題研究や発

表を行うことができ

る能力を身につけて

いる。 

各自研究課題に関し

理論・技術について

理解し、わかりやす

い研究発表にするた

めに必要な知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

学習状況尾の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表内

容 

相互評価・自己評価 

等 

学習状況尾の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表内

容 

相互評価・自己評価 

等 

学習状況尾の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表

内容 

相互評価・自己評価 

等 

学習状況尾の観察 

実習作品 

調理計画、製作計画、

実習記録表、レポー

ト、発表方法、発表

内容 

相互評価・自己評価 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

〇
研
究
課
題
の
設
定 

 

〇
研
究
課
題
の
明
確
化 

 

・学習を深めたい分野、内容

を決定し、研究課題を設定す

る。 

 

 

 

・資料の収集方法、プレゼン

テーションの方法などを理解

する。 

◎ 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

◎ 

〇 

 

 

 

 

 

◎ 

A：「家庭総合」、家庭に関す

る専門科目での学習を自身

の生活に関連付け、関心を持

ち、それ等についての元本的

な知識の習得に意欲的に取

り組むとともに、実際の研究

発表に結び付けて考えよう

とする態度をもっている。 

b:適切な資料の収集方法、プレ

ゼンテーションの方法を判

断する力を身につけている。 

c:課題の研究に必要な表現方

法を身につけている。 

d:自身の研究課題について適

切な方法を理解している。 

・受講状況 

・学習意欲 

・実習取り組 

・レポート 

〇
実
践
内
容
の
明
確
化 

 
〇
研
究
計
画
の
作
成 

     

・実践内容を明確にし、研究

計画を作成する 

 

 

 

 

・課題解決のための実践計画

を立てる。 

◎ 

 

 

 

 

 

〇 

〇       

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

a:研究課題について関心を持

ち、実際の生活と関連させ、

知識の取得や理解に意欲的

に取り組む態度を持ってい

る。 

b:具体的な発表を想定しなが

ら、それに応じた発表を想定

しながらそれに応じた発表

方法等について考え、選択

し、判断することができる。 

c:研究発表に向けた計画を作

成することができる。 

d:自身の研究発表内容や特徴、

発表方法などについて基本的

知識があり、発表計画について

も理解している。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後

期      

〇
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
原
稿
の
作
成 

 
 

 

〇
発
表
の
準
備 

   

・研究実践の記録をもとにプ

レゼンテーションの設計をす

る。 

 

〇 ◎ ◎ 〇 a:研究実践の記録をもとに、わ

かりやすい発表に向けてプレ

ゼンテーションの設計に意欲

的に取り組もうとしている。 

b:実践を通して気づいたこと、

わかったことを明確にして表

現する技術を身につけている。 

c:実践を通して気づいたこと、

わかったこと等をわかりやす

く表現する技術を身につけて

いる。 

d:研究実践を通して、必要な情

報をまとめ、プレゼンテーショ

ン原稿に必要な内容を理解し

ている。 

 

〇
ク
ラ
ス
内
で
の
発
表 

・冊子の原稿を作成する 

 

 

・研究したことを発表する 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

◎ 

 

 

◎ 

〇 

 

 

〇 

a:自身の発表だけでなく、他の

人の発表にも興味を持ち、意欲

的に発表を聞く態度が見られ

る。 

b:自身の発表や人の発表から

課題を見出し、その解決を目指

して考え、表現できる。 

c:発表を通して、相手にわかり

やすい発表方法や資料の作成

などの技術を身につけている。 

d:発表内容について理解し、毎

日の生活にかかわる課題を認

識している。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


